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中国語の目的語の位置

文楚雄

Ｉ始めに

中国語の目的語は文法上の意味から分類すれば，十数種類に分けることができる。

孟珠氏は中国語の目的語を次のような十三種類に分類している１１゜

①受事目的語一塗置糞｡”

②結果目的語一堂遡攪。

③対象目的語一型｣圏giL糞11ｎｏ

④道具目的語一垈廻鍵孟。

⑤方式目的語一垈亘墓五。

⑥場所目的語一童墜6ui;。

⑦時間目的語一体在郷里型毎？

③原因目的語一彗坦埜鐸ｉｉ鯛翼。

⑨使役目的語一型逼迺。

⑩施事目的語一韮工＝JCJ､。

⑪目的を示す目的語一一塗越霊。

⑫同源目的語一垈辿追謎。

⑬同一目的語一垈量d蟻。

また目的語の構造から分類すれば，次のように分けることができる。

①名詞目的語。②場所名詞目的語。③数量詞目的語。④代名詞目的語。⑤

動詞目的語。⑥形容詞目的語。⑦体言連語目的語。③用言連語目的語。

また動詞との係わりから考えれば，目的語を伴う述語は次のようなものがある。

①単音節動詞述語。②双音節動詞述語。③動・補式述語。④動・得補語式述

語。⑤動・方向補語式述語。⑥動・目式述語。

中国語の目的語は一般的に述語の後にあり，主語・述語・目的語という構造は中国
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語の文の基本的な構造となっている。しかし一方，現実の言語生活の中では，目的

語は必ずしも述語の後に置くとは限らず，述語の前に置いたり，主語の前に置いたり

する現象がよく見られる。例えば，

①墾萱工j聾Ｅｊ３ｏＳ.Ｖ・Ｏ

②墾葵3E五置工。Ｓ・Ｏ.ｖ

③j襲願竺置工。０．Ｓ・ｖ

④鑿lRlj悪Ｅｊ遁工。ｓ・把０．Ｖ

⑤j勢5Ｊ廷L竺宣工。０．i上Ｓ・Ｖ

⑥j蓬噸宣工,蓮。０．Ｖ，.Ｓ

⑦宣工j勢窺,塗。ｖ・０，．ｓ

このように目的語の「送本柏」は必ずしも述語の後に置くとは限らず，述語の前に

置いたり，主語の前に置いたりすることもできるのである。また目的語の「送本令」

はどこに置いても，文が表している基本的な意味は変わらないのである。ここで示し

ているように中国語の目的語の位置はかなり自由なのである。上述の十三種類の目的

語もそのすべてが基本的に述語の前に移動することができるのである。

本稿ではこのように自由に動かすことのできる中国語の目的語について，その移動

できる原因や移動できる場合とできない場合の榊造上の条件や法則性などを考察して

みたいと思う。

なお，本稿で言う目的語は述語の動詞との係わりの意味上のものを指すのであっ

て，意味や動詞との係わりを考えずに，述語の前に置くものを主語として取り扱う

説馴とは異なることを先ずことわっておく。

Ⅱ述語の動詞が文の中心

中国語の文に於いては，もっとも重要な成分は述語の動詞である。一つの文は述語

としての動詞，形容詞がなければ，成立できない。＄'述語の次は目的語が重要である。

中国語の目的語は省略できない場合が多い。一つの名詞が文に入る時にはどんな成分

になるかは，述語の動詞で決まってくる。述語の動詞は先ず目的語を要求する。それ

から主語や連用修飾語などを要求する。一つの名詞が目的語として文に入った場合に

は，それは動詞の前に置いても後に置いても，動詞との係わりやつながりは変らない

場合が多い。ざらに述語の動詞との関係がはっきりすれば，目的語は述語の前に置き

換え，主語は述語の後に置き換えることさえも可能である。一般的には目的語を述語
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の前に置くことができても，主語を述語の後に置くことができないのである。置くと

しても句読符号などを入れたりする必要がある。現実の言語生活の中では目的語と主

語とはまったく逆の位置に置かれる言い方がある。例えば，

幽具廸二熱11。（二人で(が)一本のたばこを吸う｡）

型迄ここ撫轆。（三人で（が)一つのケーキを食べる｡）

上述の文の目的語「－支烟」「一決蛋樵」と主語「丙十人｣，「三十人」は次のよ

うに入れ替えることができる。

c蕊蝿廸】皿。

５５騨醗迄二と△。

このように目的語と主語との位置は入れ替えることができるのである。位置が入れ

替っても，文が表している意味はまったく変らない。誤解もしない。つまり「人」と

｢烟」は「抽」という動詞，「人」と「蛋樵」は「吃」という動詞で結ばれて，それぞ

れどんな役割をはたすかは決まっているのである。従って，その位置が述語の動詞の

前にあろう，述語の後にあろう，はたす役割は同じことである。もう二例を見てみよ

う。

５５裏3口蝉11工作的噺。

（あなたはチョコレートを食べて，食いしん坊になった｡）

jUi回l迄42K工我的肚子。

（私はバターを食べておなかを壊した｡）

目的語の「巧克力｣、「姐油」は「吃」の前に置いてあり、主語の「作｣、「我」は

｢吃」の後に置いてある。このような文では述語の「吃像」「吃坏」と文に入っている

名詞との関係は次のようになっている。

型迄５５真g1JPi雌ｉ隻工。

堂迄４０３９．垂拠Ｚ」王工。

このように中国語の目的語と主語を逆の位置に置くことができるのである。しか

し，目的語を述語の前に自由に動かすことができても，主語を述語の後に置くことが

簡単にできない。かなりの制限がある。これについては後節で考察してみたいと思

うｏ

このように中国語では動詞が文に入る1時にはどのような目的語を伴い，どういう主

語を伴うかは決まっているのである。従って目的語は述語の後から述語の前に移動す

ることができるのである。次に幾つかの動詞の例を見てみよう。

「輪写｣，「建筑｣，「管理」
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例えば，「編写」という他動詞が文に入った時にはどんな目的語を(半うかは最初か

ら決まっている。大体「教材」といったような目的語を要求する。例えば，

鐘互灘tｏ鎧三男j懇隣。
この「鋪写」という動詞は「教材」といったような名詞のほかに，沢山の名詞と組

み合せることができる。しかし，「教材」以外の名詞と組み合わせる時には，動詞と

名詞との間の関係は変わってしまう。例えば，

麹i三三ｉ２ｉｏ雫奎澤。
今度の「編写」の後に置いてある「方法｣，「水平」は同じ名詞であるが，教材と

いったような意味の名詞ではないので，目的語にはならない。「鯛写」は後の名詞

｢方法｣，「水平」の連体修飾語となっている。語彙と語彙の間の構造関係は変ってい

る。「建筑｣，「管理」という動詞も同じことである。

遡砥｡(…てる）建芒楽｡健筑の方法）

蝕雛｡(報棚する）雫当王｡(管理のﾚﾍﾞﾙ）
このように動詞がどんな目的語を伴うかは最初から決まっている。従って目的語は

述語の後から述語の前に移動することができるのである。目的語は動詞の後に置いて

も動詞の前に置いても，文が表している意味は基本的に変らないのである。また目的

語は動詞が求めているものでなければ，動詞の後に置いても目的語にはならない。中

国語では述語の動詞にとっては，主語よりも目的語の方が重要であり，動詞は目的語

と緊密な関係を持っている。これは中国語の語蕊の構成から見ても分る。中国語では

動・目式の語彙が主・述式の語蕊よりもずっと多い。中国語の述語の動詞は文の中心

である。目的語は述語の動詞で決まる。

Ⅲ述語の前に移動できる目的語

３－１語法上の意味による分類の場合

中国語の目的語は語法上の意味から分類すれば，前述のように十三種類に分けるこ

とができる。この十三種類の目的語は基本的にすべて述語の前（文の最初）に移動す

ることができる。

①受事目的語

墾萱工曳髭。一奥襲墾愛工。
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我22逸工Ｊ５腿。－衣服我iif壷工。、シミｺﾞミZ、'一

次のﾆｻﾞﾘも波線部の目的語の移動は可能である。

(《1988年釣翰向地描述了

中篇小悦逃P520》馴

而捷夫又倫巧在迭吋張貼出尋室友的ｒ告(《中逸》Ｐ５２１Ｌ
－、'Ｌ'Ｌ′Ｌ〆Ｖ、Ｊ､リ、ｕ､’、’､。、’

②結果目的語

娼娼i塑工i;1扇６．－校子娼娼i迦工。、ジミリ、‘、’一

墾亘エニ。－麦竺互工。

次の二例も波線部の目的語の移動は可能。

母奈在我貼身的背心上筵工十111>99被逃了30美元。（《中迭》Ｐ519）

采天地之精隼，仲万物之夷秀，オ魅Liij藍53町鳶！!↓。（《中迭》Ｐ527）

③対象目的語

垈葺li61霞io-6bij1i型蔓立。

他ii返工識ii鰯Ziii;･→学校的規定他ｉｆ返工。－－

次の二例も波線部の移動は可能である。

上机前最后一回尖,塗i:jﾋｴf鋼ii1I#i9ZLl畷！。（《中逸》Ｐ519）

几乎是一到美国我就込jEL工顛§。（《中逸》Ｐ521）

④道具目的語

他二道逝I鑓３６．－蝿子他二進｣､。、’、ｊ、‘、’一

糞互4)篝。-61)篝彗亘。
次の二例も波線部の目的語の移動は可能である。

圦中国那十北方大城到美国迭南方小城得11唾三架J9iU:。（《中逸》Ｐ519）

垈塾萱gu19鴬,不知是否在笑。（《中逸》Ｐ524）
⑤方式目的語

垈唱寛買。一高音他唱。、’、田、‘、’一

重豆i鰯。ｌｆ顛竺豆。

次の二例の波線部の目的語の移動は可能。

而是力了拮屯，憶内升架区域的所有灯光全部目幼化，真正雌｣工JSJEj9IJK,‘

(《中逸》Ｐ518）

我真』魎他一妃胞憂鯛うj世,ⅡⅡ他圦此明白一只巴掌也拍得u向。（《中逸》Ｐ522）

⑥場所目的語

竺圭JU5Zo-北京我去。、j、’Ｖ、’－－
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竺璽寛漠。－奪道我麹。Ｌ〆Lヘリ、’一

次の二例の波線部の移動()可能である。

（我)第一脚埋i上義1層kLt14,就口鼻清爽，行走如芯。（《中逸》Ｐ520）

血fuliLHilZL壬iutjl病交加，両手室空地趣j[L到工熱I9il91;崖。（《中逃》Ｐ520）

⑦時間目的語

我在北京泣春竹。－巻竹我在北京辻。
￣Ｌ〆珀グ、〆Ｌ' 、’Ｌ'Ｌグ､〃－

我！]又iHl圭工鋤(にｉＥｏ－#5K}二毎塗ｊＬ１又iLL2f工。

次の二例も波線部の移動も可能である。

他ｲi]成了好朋友，－起幽昌工箕麦Ｉ鯲！(l9Xljb。（《中逸》Ｐ525）

塗IHi且土一瞬l司就塞越工上土鰯姻実。（(中逸》Pl96）

③原因目的語

型l11iiiL2L葵｡C蝦)。￣咳子的事他|｢]2kLL。、ユｎＵ、'、ハリ白ｕ、〃､’￣

我恨担｣Lと堯奥。－糞Ｊ４墾恨1且｣Lと。

次の二例の波線部の移動も可能である。

我当吋筒宜忙得恨不能取消睡眠｡虹5蝿，虹j§J【>，

逸》Ｐ521）

他｛､達杯子都不挽｡』LLとi製&;ji5。（《中逃》Ｐ523）

⑨目的を示す目的語

他天天塾ﾖﾋﾟ鱒;ｏ－ｒｊ圭垈天天塾五。

次の例の波線部の移動も可能である。

第二天我就要童翼腿。（《中逃》Ｐ194)。

⑩施事目的語

昨晩走了一十人。一昨晩一十人工E工
一

h=萱tJ顛鯉13鉱&!；。（《中

家方Zti旦工其９ﾄﾞル一篁左胆圦末方ZLi里工。

次の二例の波線部の移動も可能である。

立刻就麹i三上圭二JCJS，阿我是不是迷了路。（《中逃》Ｐ529）

如果迄鉋牢上再生萱 一十黒友椋眼黄皮朕的家方姑娘， 那就不足拾眼，筒宜礼服

了。（《中逸》Ｐ523）

⑪同一目的語

塗撞圭ｆ６ｏ－主魚体鐘。知′、グＶ、’一

埋遇Irl鍵。－Ｈ１鴬型幽。

⑫使役の意味を示す目的語
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竺過酒。－酒我湿。￣（我使酒温）Ｖ、グー

型越葵。－蕊垈塾。－（他使刺!）

次の例の波線部の目的語も使役の意味を示す。

他(｢１－起乘船到索佗托去，渡辻了海湾,幽凹上風。（《中逸》Ｐ520）
⑬数量を示す目的語

也多次堕：美食ＬＺｏ－圭食丘型多次凹型。

塗幽土食黒。－J(;糞鼻糞fi1iﾕ。
次の例の波線部の目的語も数量を示す。

迭所大学的国名熔象迭座城市一祥,非常現代，地面上董工二局，地底下垂工凹
居.（《中迭》Ｐ518）
Ｖ、ゾ

‘`休在公司Hli量菱e1a1J3E?，,（《中迭》Ｐ377）

３－２構造によるもの

一部の目的語は文の構造上の原因で，述語の後に置くことができず，述語の前に置

かなければならない。

３－２－１－部の関連の意味を表す副詞

一部の関連の意味を示す副詞で構成された述語では，その目的語は述語の後に置く

よりも述語の前に置いた方がよい，或いは述語の前に置かなければならない構造と

なっている。

ｊｊ１蝋iiijC型且』Lｴﾕ型L･一也ELI二｣型L葵撹i記５。（?）

ｊ蕊:喫垈童鼠に憧工。一也藝童工難喫。（?）

葵識３５垈遡A翅。一也遡趨K2｣li灘Ui5。（?）

蕊墾｣』皿A1且。－我坦王Ｌｕ目L鱒（?）

上述の文の目的語「迭篇稿子」，「迭道題」，「迭秤酒」，「唯」は述語の後に置

いたら，文の成立が難しい。述語の中に関連の意味を示す副詞「又｣，「－…就…｣，

｢趣…越…｣，「也不」が入っているからである。このように関連の意味を示す副詞が

述語に入った場合には，その目的語は述語の後に置くことができなく，述語の前に置

かなければならない。もし関連の意味を示す副詞を除去すれば，それらの目的語は述

語の前にも後にも置くことができる。

難阿藤垈璽工ｊ２ｊＬｏ－他改了改迭篇稿子。－，ゾ、J、’Ｖ、｣、’￣

ｊ難ｉｌ輿1磐萱憧工。一也置僅工j襲勢。
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迭秤酒他』魍。－型型!且』;:;Jfji9oV、‘、リ、リ、Ｊ、'一

次の例の波線部の目的語(よ述語の後に置くことができない。

中国剛一升放，我就鉋出来,j類k幾劃L９鰯型22些垈。（《中逸》Ｐ519）

俄得眼冒金星,灘藏難l黄jSfmEL逆工。（《中迭》Ｐ520）

逸処起伏的黄土吃梁措住了他的視銭，’筈|然tt35｣ﾕj雌蓬1。（《中逸》Ｐ202）

３－２－２状態，程度を表す補語が付いている場合

述語の後に状態，程度を表す補語を伴っている場合には，その目的語は述語の後に

置くことができなく，述語の前に職かなければならない。

議鯛垈鰹攝整整芥芥。一他幽得整整芥矛奏織撹｡（×）＞ ￣＜

ｊ蝋J蕊垈雌搗恨流刮。－型雌噌恨流刮j鯛J(蕊｡（×）

其jCU蝋蓮遡噌楚ｒｏ－彗幽i鐵楚r其dull輿｡(?）
上述の文の目的語「参考資料｣，「迭篇文章」，「迄十何題」は述語の後に置くこと

ができなく，述語の前に置かなければならない。これは述語の後に状態，程度を表す

補語が付いているからである。もし述語の後の補語を除去すれば，目的語は述語の後

にも前にも置くことができる。

堯裁鰯垈塾型工。－他纏理了参考資料。￣￣

迭篇裸文他EHj璽工。－他gllj虹j鳶;i灘９１５．，リ、ハゾ、デピハジミリ、’一

ｊ;!;｡C0.189塗jLHH工。－我j遡工糞土U蝋1.

次の例の波線部の目的語は述語の後に置くことができない。

鰯垈嘩得憾慨激昴,只是Wii唇有点几唆嘘｡(《中逸》Ｐ204）＞

些菫剪歎鰄趣攪咬牙切lki,而如今又３t葵ju1}互雌咬牙切歯｡(《中迭》＞ ＞

Ｐ193）

ｌｌ１ｉ再顛i;艶参差不芥｡(《中逃》Pl93）＞
匝逸近近的几只高音劇叺

３－２－３目的語と主語との位置が入れ替わる

中国語の目的語は前述したように，多くの場合は述語の後から述語の前（主語の

前）に移動することができる。一般的には目的語は述語の後から述語の前に移動する

ことができても，主語は述語の後に移動することができない。しかし，次のような場

合は目的語は述語の前に移動できるばかりでなく，主語も述語の後に移動することが

できる。即ち，目的語と主語との位置は入れ替えることができる。

例えば：
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三十人睡一|可房|可。－－阿房同唾三十人。
－￣、‘、J、〃､’L'Ｖ、j､ゴ ー－

両十人吃一碗坂。－－碗iJi吃商十人。
－￣Ｖ、’､ﾉ､’、ハゴ Ｖ、j、'､j､丑、〃￣

このように「主・述・目」構造は「目・述・主」構造に変化している。主語と目的

語との位置を入れ替えている。位置が入れ替わっても，文が表している意味はまった

く変らない。誤解もしない。しかし，このような言い方はすべての文に当てはめるこ

とができない。－部の文にしか使えない。このような文では構造上には次のような特

徴がある。

先ず，目的語と主語になるものは数量詞連語でなければならない。普通の名詞では

使えない。

皿迄二ｉｉｉ区。一二興璽迄璽企▲。￣￣

ここで示しているように，主語と目的語はそれぞれ数量詞連語「面十人」，「一碗

坂」を使っている。もし数量詞を除去して，「人」，「坂」だけを残すならば，目的

語は述語の前に移動することができても，主語は述語の後に移動することができな

いｏ

人吃坂。－坂人吃。－坂吃人。×
－￣、グミ’ 、‘、’一￣ 、ザ、〃￣一

また目的語には「進」，「那」といったような指定語を使ってもよい。

丙十人吃迭碗仮。－迄碗坂吃両十人。
￣￣ 、ヨ、｣、ハリ、ﾉミゴー￣

迦墜11m目暇。－３UUjI5ii璽二士人。

このように「一碗坂」を「迭碗坂」に，「一|可房」を「那|司房」に替えることがで

きる。しかし，動作の主体としての主語「両十人」，「三十人」は「迭十人」，「那

十人」に換えたら，主語は述語の後に移動することができなくなる。

山迄二，､､§・一二蕊填迄i2E士人。×、’、ｸﾞLへJ､ﾖ、’￣

幽墜＝IJfiio-二回魔堕遡Ｌｕ。×

このように目的語と主語との位置が入れ替わる文の構造には，かなりの制限があ

る。主語も目的語も数量詞連語で構成しなければならない。

３－２－４方向補語を伴う時の目的語

述語が「来，去，上，下，近，出」などの方向補語を伴うと同時に目的語を伴う場

合には，その目的語は方向補語の後に置いたり，前に置いたり，ざらに双音節方向補

語の場合には方向補語の間に置いたりする。

①方向を示す補語と述語の動詞との結合が堅い場合には目的語は方向補語の後に置

く。次の用例を見てみよう。
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在和不多几十奈友行了辻干隆亜的告別礼一一一捌抱一之后,就忽忽型尖了
天。（《中逃》Ｐ519）
、リ、ゴ

就好比我預先画了十枢,捷夫不大不小不肥不痩正好灘i義ULj厘愈(《中迭》
Ｐ522）

－口気吸工了斐熱Ｉ不几吐出烟勢｡(《中逃》Ｐ210）
“休真行啄小漸江｡休小小年妃就力休錨riUGp”(《中迭》Ｐ208）
波線部の目的語はく〉で示している方向補語の前に置くことができない。

②方向を示す補語と述語の動詞との結合が緩い場合には，目的語は方向補語の前に

も後にも置くことができる。また双音節補語の場合には方向補語の間に置くこともで

きる。例えば：

昨天我姶弟弟査覧了g己杢ｊ３ｏ

昨天我姶弟弟量ヱエワ己杢ｊ３斐。
他茎近来一瓶酒。
－＜＞ミハハハハジｖ

垈篁c忌迩ii9轡。
他茎逃一瓶酒釆。
－＜＞知ハヘハヘヘグ＜＞

このように波線部の目的語は方『１補語の前，後，間のどちらにも置くことができ

る。次の例の波線部の目的語の移動も可能である。

而迭小小一決肉,又被我利巳斯克佗大卸八段一段一段控幽JttJL菱。(《中逸》
Ｐ518）

３－２－５数量補語を伴う時の目的語

述語の後に目的語を伴うと同時に数jlit補語を伴う場合には，その目的語の位置は次

のようになる。

①目的語が代名詞から構成される場合には，目的語は数量補語の前に置く。例えば：

我､要好好幽鰹=藻一一幽一頓他｡×＜＞ソミゾ

我去医院璽埋二逆。－遡三吹他｡×＜＞ソミゾ

倉栂斯只不泣虎虎地皿欺魍－象込林中的猛曽那祥一我就蹄了糠。（(中逸）
P518）

墜上糞函学,昆得却大了我10歩。(《中逸》Ｐ522）
このように波線部の代名詞の目的語は数撒補語の前に置かなければならない。しか

しこれについては季興亜氏は文学作品の中にはたまに代名詞の目的語は数量補語の後

に置く場合があると指摘している。６’
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②代名詞以外の場合は一般的に目的語は数量補語の後に置く。例えば：

李老ﾘ而在礼堂肛で噂獺。－１f工鰯で噂｡×
出没前也虹-齢。－虹菟乏博｡×－＜＞ｖｖ

干是，１k且又宣一眼大央庄，果然是柱折梁(飼般的荒敗。（《中迭》Ｐ186）
－＜＞ｖソミハハハゲ

宋喜元披一件派力司灰白色中山装上衣｡不ﾛ寸地要遡=r鵬｡(《中逸》P2O6）
このように波線部の目的語はく〉で示している数量補語の後に置いてある。

③数量補語が単音節語彙の場合或いは指示代名詞「迭、那」が入っている場合に

は，目的語は数量補語の後に置く。例えば：

他向我虹工巽｡－虹麺｡×

鐘虹迭一天路,累坏了｡－塗zヒエ麗尊一玉｡×－＜＞￣､'

不知是我迩是手里的蒼蝿斯2ｴｴLIjl)占司,。（《中逸》Ｐ518）
他悦：“休就帯十矢，不泣是弓張大字扱，友几分仲的吉。，，（《中逸》Pl40）

￣＜＞Ｖミハハハリ、’

このように目的語Ｉよく〉で示している単音節数量補語の後に置いてある。

④目的語は数量補語の前にも後にも置くことができる。

塗用力越工峨=坦｡－－我用力虹-把小王。<＞ｖｖ～Ｙ

清休幽礁で丁｡－晴休幽=r蝋。

我宣工一眼那十人｡－竺萱工3UjCJL了魍－＜＞、ハハハハハノ

３－３目的語を移動する意味

中国語の目的語は構造上の原因で述語の後に置くことができない一部のものを除い

ては，本来は述語の後に置くべきものである。主・述・目の構造は中国語のもっとも

基本的な構造である。しかし，現実の言語生活の中で表現上などの原因で，よく目的

語を述語の前（主語の前）に移動したりしている。述語の前に移動された目的語はお

よそ次のような幾つかの役割があると考えられる。

３－３－１文の話題の提供

中国語では一つの文に於いては何を文の最初に置き，文の話題にするかは比較的自

由である。動作の主体は勿論のことだが，動作の対象，道具，場所，時間なども文の

最初に置いて話題にすることもできる。従って目的語の内容を話題にしたい時には，

目的語を文の最初に持って来るのである。例えば：

我昨天晩上在学校屯影院置工59髭。
￣〔 】【

昨天晩上我在学校[t2影院看了屯影。
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在学校屯影院昨天晩上我看了屯影。

曳髭我昨天晩上在学校屯影院看丁。
このように動作の主体である「我｣，時間を表す言葉「昨天晩上｣，場所を示す言葉

｢在学校屯影院｣，動作の対象である「屯影」はどちらでも文の最初に持って来て話題

にすることができる。話題にされたものは強調されて読者や聞き手の注目を集める。

他又笑,然后玩笑道：“典11t墜也１週?”（《中逸》Ｐ523）

“奎糞ln93j9JL塗述是L苣ifiiﾕ的対不)(寸?”(《中迭》Ｐ193）
波線部の目的語「llkiilU，「李老ﾘiii的力人」は文の最初に置いて，文の話題にして

いる。

３－３－２文と文の間のつながり

中国語では独立した－つの文が文章の段落に入ると，前後の文の意味やつながりな

どの原因で，文の構造を変えたりする必要が出てくる場合がある。主・述・目榊造の

文が前の文とのつながりや構造などの関係で，よりよい表現効果を出すために目・

主・述構造の文に変えたりする。次の用例を見てみよう。

迭几年煤田又一下子出現了四五十十多槙小煤密。四五十支人弓在地下休捻我存，在

鮒云隼｛i]防不姓防中，煤田被捕成了巧蜂寓｡２k弾C恨唯正常丑玉工。（《中逸》Pl99）

力､公室。商店。坂店。医庁所。、而花花録録的倶釆部。爾行垂柳依依。一切古老和

破旧都不夏存在。姑娘(i]股白肉嗽穿戴人吋｡、i;U8JjS4ffl､F1,jb圦泣街的牟楠上円鵬亮

地孜下来。（《中逸》Ｐ206）

波線部の目的語「大１，F」，「掠収不己的目光」は前後の文の意味や構造などの原因

で文の最初に置いてある。

３－３－３対比の意味を表す

中国語では対比の意味を表すには同じ櫛造の文を使うのは方法の一つである。目的

語を対比させたい時には，目的語を文の股初に移動して対比の意味を表す。例えば。

５i;貴也近iﾕｴ。籔司也幽iユエ。

北京我常童。上海我王さ室。
、｢Ｖ､ゴミゴー 沁〆ＬＦＶ、'一

早几天栃志1[匝和他悦泣，密下的費翼越皿遜,堤幽塾ii星,圧瓜机功率小，掌子

面上的凡不鯵用了。（《中迭》Ｐ206）

このように波線で示している目的語は対比の意味を表している。
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３－３－４目的語の強調

目的語を述語の後から述語の前に移動することにより，目的語を強調する。次の用

例を見てみよう。

我36小吋二､県U鯉とI迄。（《中逃》Ｐ520）

峯堅U畷重遅,将10年前的所有畑竹描姶得栩栩如生。（《中逃》Ｐ520）
波線部の目的語「一口坂｣，「旧事」を述語の前に置くことにより，強調の意味を表

す。

Ⅳ述語の前に移動できない目的語

中国語の目的語は前に述べたように文法の意味による分類では基本的にすべての目

的語は述語の前に移動することができる。しかし，一方，文の構造から見る場合には

一部の目的語は文の構造上の原因で述語の前に移動することができない場合がある。

これは目的語自身に原因があるよりも，殆どの場合は目的語を伴う動詞に原因がある

のである。これらの動詞については倉人鳳氏は六種類に分類している。７１

４－１目的語の移動ができない動詞

一部の他動詞は目的語を伴うことができるが，その伴った目的語は述語の前に移動

することができない。

４－１－１関係動詞

動詞の中には関係動詞と呼ばれるものがある。関係動詞については劉月華氏の文法

書では次のように定義している。團「語彙的な意味は比較的抽象的であり，その主な

働きは主語と目的語を結び，両者の間に何らかの関係が存在することを表わすことで

ある。故に関係動詞の後には普通目的語が現れるのであって，大部分の関係動詞に

とっては，目的語は不可欠すらある｡」関係動詞の目的語は普通，動詞の前に移動す

ることができない。関係動詞は数が少なく，主なものには次のようなものがある。

｢在，有，姓，成力，像，如，等子，是」等。

垈進塾婁｡－教室他廷。×、リ、ｿﾞﾐｸﾞ、ゴー

聖E1直ｺﾋﾆULJM天lo-Jg55j4JSH聖E1五。×

坦陛塗｡－張他処。×、ソ、グー

垈僅jL3S3i：｡-11』jeji;垈僅。×
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一役悦光悦不倣筆王。
、グミグＬハゴilhjlLZE迩筆王鍵j49。 ×

房子前面星。×房子前面量＝鞠k蝋｡一二髭3k蝋

しかし，関係動詞の目的語は場合によっては述語の前に移動したり，主語と入れ替

わったりすることができる。

垈宜jl1溺喝？－灘i型五円？

糞是:戦。一学生是我。、ｺﾞﾐリョリ、グー－

延筆工』｡､。－－二筆正二､'二２

次の用例の波線部の目的語は述語の前に移動することができない。

］lijiu2迦竺始鍵i堂i越工墓JG勘０３回;。（《中迭》Ｐ517）

且鐙老極一十星期前圦来京抵香港,些寛ZkXilj』。（《中迭》Ｐ376）

釣翰・弓切永，肌童年吋代起就五二iillZJ怪jmn且iJmHiljｶﾞi感。（《中逸》Ｐ519）

。（《中迭》Ｐ517）両艘朝相同方向行独的帆船我、象

４－１－２用言性の目的語を伴う動詞

動詞の中には常に用言或いは用言連語の目的語を伴うものがある。察文竺氏はこの

ような動詞の常用の四百語あまりを考察して，それを十八種類に分類している。,)こ

れらの動詞の中には一部の動詞の目的語は述語の前に移動することができない。

①「不」の字で構成し，否定の意味を表わす－部の複合動詞が伴う目的語。例え

ば，「不甘」，「不架」，「不致」，「不杵」など。

量然他有病,但垈、=濱眞｡一但涜屍垈王｣±。×

白天ＥＡＩ鞭｡－１鯛白天王送。×

璽璽王j範LUZ鷺Ltlijo-乱欣乱伐政府王i3E.×－－

②「千」の字で構成する－部の動詞。

亨利．瘡栂斯也真鯵惨的。一生塾工1王(R蝋丞。（《中逃》Ｐ518）

可我久己刀慣干在公共場所玉露墓憤，迭回寛是要破例也不能了。（《中逸》Ｐ519）
￣

他(閥i共亭的那介夫子釣翰的秘密菰感-－灘t具奏､～道友垣与企不同之処，恰廷工

独特的錘I玉i将降llIii到墜I翰夫上。’(《中逸》Ｐ525）

波線部の目的語は述語の前に移動することはできない。

③心理活動を表わす－部の動詞。例えば，「打算」，「企圏」

等。

塗虹竺iL貴偉奏OBP９．－畳填実GE屑垈遡Eｏｘ

｢希望」，「准街」
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型塑孟望琵､１１杢照1鍵｡一期Z|鰯1鱈逵坦董望。×

反正，塗当吋iA室罰１１量1R4kj1Ju懸L量21k灘Ujh[jr当i・（《中逸》Ｐ518）

蓮週起 g>夢牛Ｅ (《中

逸》Ｐ522）

波線部の目的語は述語の前に移動することができない。

④「たよる」の意味を表わす一部の動詞。例えば，「幕」，「依掌」，「莞借」

｢姪辻」等。

二塁ﾑ全墓11)gSdCJSSuB-j9=dbJL5Gtｶﾗ塾△全韮。×

此事要竺ﾕﾕ識iFjt進。－学校批准此事要鍾泣。×Ｖ、"Ｖ､’Ｖ、’Ｖ､’一￣

次の用例の波線部の目的語は述語の前に移動できなし､。

…1il趨陛i担得韮J､雛;塵11§。（《中迭》Ｐ'94）

他参蛭泣深思熟慮，磐干有意当着地的面悦。（《中迭》Ｐ194）
－￣￣

⑤ある方面に力をいれるという意味を表わす一部の動詞。例えば，「致力」，「熱

哀」，「着重」等。

几十年来他致力建没家多。－隻j蕊Z員几十年来也蔓匹ﾕｌｏｘ－￣￣

塗』11萱重奏難1.回;ＵＵ５Ｅ３ｌｌ表｡－在実用方面下功夫我(i]萱璽。×￣－

他,ijL是迩直灘UfU具｡－表現自己他忠是j趣２。×、J､’Ｖ、'Ｖ、`、J、’一

４－１－３連動式の述語

連動式述語の場合には最後の動詞が伴う目的語は述語の前に移動することができる

のに対して，前の動詞が伴う目的語は述語の前に移動することはできない。

塗上覧芙菱E5o-Z噸蓮上覧玉。（○)－街我上突京西。（×）、”Ｌグー￣￣、Ｊ、ハゾ、’

塗』し1重(鰯瞳萱曳髭｡一男i錘』旦圭I鰯瞳宣。（○)－奥灘越｣11圭看
屯影。（×）
、J、へJ､’

次の用例の波線部①の目的語は述語の前に移動できない。

趣1已蛭lL工35616鐘遣L2h工鍜jd鮴（《中逸》Ｐ210）
１，

他几十月后就牢11k,単』k后就圭(鱸36貧５９塁"塗"J3Ufo（《中迭》Ｐ522）
⑪

４－１－４動・目式の動詞

動詞の中には動・目構造で構成した動詞がある。この種の動詞の一部はその構成成

分の目的語は動詞と分れて独立する場合がある。このような場合の目的語は述語の前

に移動することができない。例えば「妙架」，「悦活上「排１，Ｕ，「友痕」等。次
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の用例を見てみよう。

圦早到晩粘得不耐煩,錯果-K快地大型二鶚,賭気搬了出去。（《中逸》Ｐ521）

西装革履的鍵士太太、越座隆一肢庄秤地走上去。（《中逃》Ｐ523）

他服刑期要満了，忽然塗工痩。（《中迭》Ｐ525）

波線部の目的語は述語の前に移動することができない。

４－２人を示す名詞，代名詞

人を示す名詞，代名詞が同時に目的語にも主語にも現れる時がある。一般的にこの

ような場所には目的語は述語の前に移動することができない。この原因については徐

枢氏は次にように説明している。「目的語を述語の前（文の最初）に移動したら，文

の表わす意味がはっきりしないばかりでなく，二つの代名詞が重なって読みもしにく

くなる｡」'０）

垈甚X麺興｡一地他lfi趣ｉｏｘ、'､’一

塗過食騨一堆价《遇食？×、ゴミ'一

次の用例の波線高ljの目的語は述語の前に移動できない。

后来，竺圭豈近糞,他知道我一頁没注意到那誰警告。（《中迭》Ｐ522）

那十宋喜工己曇郊重其事地苣近埋，国灰枯就姶他和秋月完婚。（《中迭》Ｐ189）

Ｖ介詞の使用による目的語の移動

中国語では目的語を述語の前に移動する時にはもっともよく使われる方法としては

介詞を使うことである。目的語の移動によく使う主な介詞は次のようなものがある。

｢把」，「将」，「就上「共子」，「対干」，「叫」，「辻」等。

５－１文の構造によるもの

一部の文では，動詞自身や補語などの文構造上の原因で，介詞の使用が必要であ

る。次の用例を見てみよう。

我的生命是~枯呼繍而泣的列牢,翼Ｃ５ｉｉｉＭ幽噸底。(《中逸》Ｐ517）

当吋蓮可没鵬鰄l噂蝋汐一十水手｡(《中迭》Ｐ517）＞

所以,后来我在家信里ｉｌ３貝具遡汐"空着肚子向美洲逃隼''。(《中迭》Ｐ520）＞

進共同的秘密〈l1fU1)lKi紫紫地遜逵一噂｡(《中逸)Ｐ521）
上述の例で示しているように介詞「把Ｌ「将」を使って，波線部の目的語を述語
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の前に置いてある。これらの目的語は述語の後に置きにくい。これは述語の後に補語

が付いているからであると考えられる。

５－２介詞の利用Iこよるもの

述語の後に置いてある目的語は介詞を使って述語の前に移動することができる。例

えば：

迦幽言、｡C照l5ui;｡－－迦戴五juj9iX》uf雌=r・
他虻工工､H簸蝋｡－型奨興iji;獺i血j二・

我(｢]要具体iij五t!)f10uj蝋lo-Jt3CuXKJ9uj蝿墾』且要具体2逝・
次の用例の波線部の目的語も介詞を使って述語の前に置いてある。

青木中村知道了，刻意仲出了双手,奥gIZb王jfX趣丑，“玩鋼琴的，，。（《中逃》
Ｐ377）

“我､リオ何体,墜勤灘鰯鍾ﾑ萱?，'(《中迭》Ｐ528）

假如用一架撮影机燃juH9L麹墳虹菱倣成升橘休ｵ会憧得什公叫倣美泥。
（《中逸》Ｐ265）

Ⅵおわりに

以上，中国語の目的語の位悩について簡単に考察してきた。これらの考察を通して

およそ次のようなことがまとめられよう。

①中国語の目的語は一般的には述語の後に置く。これは中国語のもっとも基本的な

構造である。しかし中国語の目的語は述語の前や文の最初に移動することができるも

のも少なくない。

②文法上の意味による十三種類の分類の場合には，その十三種類の目的語は基本的

にすべて述語の前（文の最初）に移動することができる。

③一部の関連の意味を表わす副詞で構成された述語ではその目的語は述語の前に置

く。

④述語の後に状態や程度を表わす補語が付いている場合にはその目的語は述語の前

に置く。

⑤目的語も主語も数量詞連語で構成される場合には目的語と主語との位置が入れ替

わることができる場合がある。

⑥述語の後に方向補語を伴う場合にはその目的語は補語の後に置く場合もあれば，
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前に置く場合もある。

⑦述語の後に数量補語を伴う場合には目的語が代名詞で構成された場合には目的語

は数遼補語の前に置き，代名詞以外の場合には一般的に目的語は数雄補語の後に置

く。しかし補語の前にも後にも侭〈ことができる場合も少なくない。

⑧目的語を述語の前に移動することにより，目的語の強調，対比及び話題提供の意

味を表す。

⑨関係動詞と呼ばれる動詞が伴う目的語は普通，述語の前に移動することができな

い。

⑩一部の用言性目的語を伴う動詞では，その目的語は述語の前に移動することがで

きない。

⑪連動式述語の場合には後の動詞の目的語は移動できるが，前の動詞の目的語は移

動できない。

⑫目的語を述語の前に移動するもっともよく使う方法としては介詞「把｣，「将」等

を利用する。
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